
抵抗物がほとんどない状態で餌のアジを泳が
せることから食いのよさは抜群。しかし、ア
ジを抱いたイカへとヤエンを届けてフッキン
グさせるまでは釣ったとはいえません。その
ヤエンがうまく掛かるか、掛かるまでにアジ
が放されるか、といったドキドキ感を味わえ
る独特の釣趣が一番の魅力。仕掛け自体はシ
ンプルなので、手持ちの一般的な餌釣りタッ
クルがあればチャレンジ可能です。

①ヤエン釣りスタイル

ヤエンＭ～Ｌサイズ
より高いフッキング率を求めるためにさまざまなアイテムが市販されていま
す。まずは難しいことを考えず、２～３点式で掛けバリが３つついたスタン
ダードなタイプを選びましょう。ただ、使用するサイズはきちんと選ぶ必要
があります。ターゲットや使用する餌のアジのサイズに合っていなければ、
掛けバリがイカの胴に届かないことがあるからです。ターゲットが１㌔クラ
スまではＭサイズ、２㌔を越える大型はＬサイズというのが１つの目安で
す。回遊しているターゲットのサイズがわからない場合はＭサイズを基準に
し、反応を見きわめたうえで変更を考慮しましょう。
なお、ヤエンは意外とロストすることも多いため、最低でも３本は用意した
いところです。

ハリ：チヌバリ４～５号、
伊勢尼６～７号、サルカンつきの専用バリ
餌のアジをセットするためのハリです。一般的な15㌢前後の生き
アジならチヌバリ４～５号や伊勢尼６～８号がマッチします。
また、仕掛け回収時などにアジが回転することで起こる道糸のヨ
レを防げるサルカン（ヨリモドシ）つきの専用バリもおすすめで
す。これを使うことでライントラブルやヤエンの進行がわるくな
る不具合を防ぐことができます。

道糸：ナイロン、フロロ２～３号
水深が浅い釣り場なら比重の軽い（沈
みにくい）ナイロン、水深が深い釣り
場や風があるときは比重の重い（沈み
やすい）フロロという具合に使いわけ
るといいでしょう。また、底の形状が
荒くて根ズレの心配があるなら耐摩耗
性に優れるフロロを使うと安心です。
春のアベレージとなる１㌔クラスの良
型が相手なら２号で十分です。ただ、
２㌔を越える大型が期待できる状況や
シモリなどの障害物が多い場所では３
号の使用も視野に入れましょう。

スピニングリール、
またはリヤドラグタイプの
スピニングリール2500～3000番
道糸２～３号を150㍍ほど巻ける2500～
3000番クラスで、スプールの反転音にて
アタリを察知しやすいドラグの滑り性能が
よいタイプが理想的です。
アタリを待つときやイカが走ったときはス
プールが反転するように緩め、ヤエンが掛
かればスプールが反転しないようにきつめ
という具合に場面ごとにドラグの調整をか
えるのがヤエン釣りの基本の１つです。ス
タンダードなスピニングリールはスプール
前部のノブをその都度回してドラグの強弱
を調整する必要があります。その点、専用
のリヤドラグタイプはイカの抵抗に応じて
やり取り中に糸の出具合を調整しやすいリ
ヤ側にドラグノブがついているうえ、ワン
タッチでドラグの強弱をかえられるレバー
を備えているので便利です。不意のジェッ
ト噴射に対し、前部にあるドラグのように
ラインに触れることによって起こるトラブ
ルのリスクを排除できるのは大きなメリッ
トといえます。
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道糸とハリは
外掛け結びで接続
（カンつきのハリは
クリンチノットで接続）


